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西日本最大の拠点である大阪支社は2008年4月に新社屋が

完成し、同年5月上旬から新たな大阪支社としてスタートいたします。

当社は2006年「日本建設コンサルタント」と合併し、「国

土環境」から「いであ」へと社名変更しております。当社の

環境部門は、昭和28(1953)年8月に「ヤン坊マー坊天気

予報」という名称で天気予報を始めたのが創業で、以来

55年が経過しており、昭和43(1968)年には会社組織を新

たにして今年で40年目という節目の年を迎えております。

大阪支社新社屋は当社が建設した10番目の社屋に当

たり、また、建設地は大阪支店のスタートの地でもあります。

昭和43(1968)年、当時の運輸省による関西国際空港の

立地に関する調査が始まりました（その頃当社は新日本気

象海洋（株））。昭和46(1971)年夏には、当時の第三港湾建

設局神戸調査設計事務所から「大阪湾播磨灘水質調査」を

受託し、この調査に対応するため大阪港に事務所をかまえ

たのが大阪支店の始まりです。そして、昭和46(1971)年の

12月には堺市の中安井町に支店を開設しました。

昭和50(1975)年から関西国際空港の建設に係る濁り

の調査委員会のスタートとともに本格的な大阪湾の環境

調査が開始され、昭和58(1983)年に至って大阪府から

関西国際空港埋立申請業務の調査(環境アセスメント)を

受託しましたが、これを機に昭和60(1985)年5月に、大阪

市西区江戸堀に新しく支店ビルを建設し、今日に至りまし

た。当時は生物･化学分析の設備としては最新でありまし

たが、昨今は研究範囲を拡大するために適地を探してい

ましたところ、大阪市さんより当地を分譲いただけることに

なり、社屋の完成に至りました。

さて、昨年、「21世紀環境立国戦略」においては、低炭

素社会、循環型社会、自然共生社会の実現をうたってお

ります。しかし、昨年の「気候変動に関する政府間パネル

(IPCC)」の第4次評価報告書では、地球温暖化は人間活

動によって進んでいることは確かであると報告され、生物の

絶滅リスクの増加などを警告しています。今年は京都議定

書の約束期間の最初の年に当たり、地球温暖化の防止は

人類の悲願となりつつあります。

このような状況の中で、私たちは環境科学の総合コンサ

ルタントとして、その使命を果たすべく研究体制を整えてい

るところでございます。社屋の建設に当たっては、以下の3

つの目的の達成を目指しております。

1．生物・生態系の研究拠点と化学物質の分析研究

室の拡張、生命工学分野の新設

2．環境教育の普及・推進、技術者教育、人材育成

3．ミニ測候所の設置（熱中症の指標、紫外線量、日

照等測定装置の屋上への設置）

なお、屋上には太陽光発電システムを設置し、また、

玄関には21世紀のイノベーションを起こすもの、ことの中心

をなす「軸」を象徴し、モニュメント「大地の軸」を横浜美術

短期大学学長の春山先生に制作していただきました。

この大阪支社新社屋の完成を機に、全社一丸となって

その使命を果たし、社会の発展に微力を尽くしてまいる所

存です。今後とも、一層のご指導・ご支援を賜りますようお

願いいたします。

大阪支社新社屋完成のごあいさつ

新社屋の所在地は、大阪市が埋立開発を行った大阪南港コスモスクエア地区であり、

行政機関、大学、先端技術企業等が立地する発展性の高い地区。新社屋は、敷地面

積3,500m2、延べ床面積約8,000m2、地上6階建て。

1階には、自然再生技術やビオトープ設計等に関する、生物飼育実験施設を有する

研究室を、2階には、微量物質の分析や生化学分野などの、新たな業務に対応できる

分析機器を配置した化学分析室を設置。6階には、150名収容のホールを設け、各種

会議、研修、講演会、発表会に対応可能。屋上には、太陽光発電設備を設置。 大阪支社新社屋外観




